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研究成果の概要（和文）： 

 希少動物の保全を考えるうえで対象種の分布特性を正しく評価する必要がある。本研究では北海道の小

コウモリ類を対象として、以下の調査研究をおこなった。１）北海道とともに国後島やロシア極東部において

分布調査をおこない、分子生物学的な研究によって種ごとの正確な分布を把握した。２）これまでの捕獲記

録をまとめ地図上に表示し地理情報ともに解析し、環境要因と分布特性の関係を明らかにした。３）ラジオ

テレメトリー法を用いて日中のねぐらを特定し、その生態情報と分布特性の関係を明らかにした。これらの

研究成果に基づいて、今後小コウモリ類の保全モデルを提言する予定である。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 For conservation of threatened animals, it will require precise evaluation of the distribution of a specific 

species. In this project, I researched three topics for the bats in Hokkaido: 1) I surveyed each species not 

only in Hokkaido but also in Kunashiri Is. and the Far East side of Russian, and revealed their distribution 

pattern based on molecular data. 2) I collected the geological data of each capture record, and analyzed them 

against the environmental factors. 3) I determined points of their day roosts using radio tracking survey, and 

analyzed them against the ecological information. These data will enable us to establish a conservation model 

for the bats. 
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１．研究開始当初の背景 

保全すべき種や個体群単位を決定する時には、

しばしば環境省レッドデータリストが基準となる。

しかしこのリストは、研究の進展状況によって左

右され、選定に対し適正な評価をすることが難し

い場合がある。コウモリ類を例に挙げると、2007

年の環境省レッドデータリスト見直しによって評

価対象となった 46 種のうち（亜種レベルを評価

対象としている）、４種のランクが上あがった一方

で、13 種のランクが下がり、しかも 8 種はランク外

となった。これは捕獲調査の進展に伴って捕獲

ポイントが増え、推定分布域が拡大したことに起



因すると考えられる。しかし、ここでは自由飛翔

可能であるコウモリの分散能力が客観的に評価

されておらず、適正な見直しであったとは言い難

い。よって、保全対象を決定するためには、分布

パタンや分散能力といった種の分布特性を正し

く評価し、個体群単位を明確にする必要がある

と考えられた。 

 

２．研究の目的 

背景をふまえ、小コウモリ類の分布特性を巨視

的に捉え動物地理および大陸と日本列島のつ

ながりについて明らかにし（マクロ）、集団構造の

違いや環境要因（ミクロ）が分布制限要因になり

うるかを検討して保全対象を明確にする。具体

的には、北海道をモデル地区として、 

(1)極東ロシア、サハリン、東北地方との関係を  

  明確にする。 

(2)分布パタンの制限要因を生息環境と遺伝的 

  な要因の両方から明らかにする。 

保全すべき個体群を明確にし、保全のための指

針をたてる（モデルケースの提示）。 

 

３．研究の方法 

(1)分布調査：コウモリ相調査（国内外） 

コウモリ相調査は、捕獲（かすみ網とハープトラッ

プの併用）、音声の録音および解析によって、そ

の場所のコウモリ相を把握する。捕獲された種に

関しては、外部形態の測定の他、バイオプシパ

ンチによる皮膜の採集をおこない、標識バンドを

つけて放逐する。採集された皮膜からは DNA を

抽出し分子系統学的、または集団遺伝学的解

析に用いる。北海道内と周辺地域の個体群が同

一種であるかなど、形態比較をおこない分類学

的検討もおこなう。捕獲地点のデータは引き続き

データベースに蓄積する。 

(2)環境要因と分布特性 

北海道のコウモリ研究グループが蓄積してきた

捕獲ポイントを GIS 上に重ね合わせ、地理情報

（標高、気温、植生、水源からの距離など）から、

各種の分布を正確に把握し、また、分布域がど

のような環境要因に影響を受けているのかを推

測する。 

(3)生態情報と分布特性 

北海道に生息するコウモリの多くは森林に生息

し、どのようなねぐら環境を利用しているのかが

明らかになっていない。また、ねぐら場所がわか

らないことから、集団のサイズや個体群構成が明

らかになっていない。このため、いくつかの種（具

体的には、これまで研究の蓄積があり、着想の

経緯となったヒメホオヒゲコウモリ、ホオヒゲコウモ

リ、そして分布域が限られているチチブコウリを

予定）には小型発信器を装着し、ねぐら場所を

特定し、その特徴、利用個体数、利用頻度等を

調査し、ねぐら環境や集団サイズ、集団の遺伝

的多様度が分布の制限要因になりうるのかを検

討する。また、遺伝的な集団構造もあわせて検

討する。 

(4)データの統合による保全案の検討 

(1)(2)(3)で得られた情報を種ごとに解析し、保全

すべき対象を明確にした上で、種ごとの保全案

を提言する。 

 

４．研究成果 

(1)分布調査 

北海道内（特にこれまでほとんど調査がされてい

なかった内陸部）での捕獲調査を継続して行っ

た。また、ロシア科学アカデミー極東支部のコウ

モリ研究者である Tiunov 博士や、クリリスキー自

然保護区の研究員とともに2008年夏は極東ロシ

ア地域、2010 年夏には国後島での調査をおこ

なった。これによって、ロシアと日本の分類学的

な見解の違いが明確になったこと、また、これま

で国後島で記録がなかった種を捕獲するなど一

定の成果をあげることができた。 

また、捕獲調査を行った際に採集した組織から

DNA 抽出を行い、分子系統学的な解析を行っ

た（主に、ホオヒゲコウモリ属（Myotis）およびテン

グコウモリ属（Murina））これによって北海道およ

び本州、ロシア極東部との遺伝的関係を明らか

にし、動物地理学的な解析を行っているところで

ある。 

 さらに、これまでほとんど国内で捕獲されたこと

がなかったヒメヒナコウモリ Vespertilio murinus  

お よ び ク ロ オ オ ア ブ ラ コ ウ モ リ Hypsugo 

alaschanicus が拾得または捕獲された。これらが

海外から飛来したのか、また国内に定住してい

るのかを検討するために,分子系統学的な解析

および形態的特徴を精査し、分類学的に海外と

生息種と同種であるかなどの検討を行った。 

(2)環境要因と分布特性 

これまで北海道コウモリ研究グループが蓄積し

てきた捕獲ポイントや、文献に記録されている捕

獲地点を地図上に落とす作業をおこなった。こ

れらの地図を比較することによって、種ごとに分

布様式が異なることが予想された。種ごとに捕獲

された地点の地理情報を正確に得るために、現



在解析中である。 

 

図１）北海道を中心としたコテングコウモリの捕獲

地点地図 (赤丸:捕獲地点、緑塗:本種の生息

が予測される地域) 

 

(3)生態情報と分布特性 

 ヒメホオヒゲコウモリMyotis ikonnikovi、ホオヒゲ

コ ウ モ リ Myotis gracilis 、 チ チ ブ コ ウ モ リ

Barbastell leucomelas に小型発信器を装着し、

ねぐら場所を特定し、その特徴、利用個体数、

利用頻度等を調査した。また、ねぐら環境や集

団サイズ、集団の遺伝的多様度が分布の制限

要因になりうるのかを検討をおこなった。このうち、

ホオヒゲコウモリについては、樹洞をねぐらとして

利用していることが、初めて明らかとなった。これ

らの結果については現在とりまとめを行っている

ところである。 

(4)データの統合による保全案の検討 

(1)(2)(3)それぞれの全てのデータが揃う２〜３種

について保全案を検討する予定である。 
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